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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鉄道保安システムの情報伝送装置において、送信機と通信路及び受信機とを有し、
　前記送信機は、入力した送信データに誤り訂正符号を付加して送信語を生成して前記通
信路に送信する誤り訂正符号器を有し、
　前記受信機は、シンドローム計算部と誤り訂正処理部と誤り状態評価部及び出力データ
制御部を有し、
　前記シンドローム計算部は、前記通信路から受信した受信語に対して誤りの位置と誤り
の大きさを含むシンドロームを計算して前記誤り訂正処理部と前記誤り状態評価部に出力
し、
　前記誤り訂正処理部は、入力したシンドロームを用いて受信語の誤り訂正処理を行い前
記出力データ制御部に出力し、
　前記誤り状態評価部は、入力したシンドロームを用いて誤りの位置と誤りの大きさを抜
き出して誤りの位置と誤りの頻度の誤り訂正状態を評価し、誤りの位置が固定していなく
、誤りの頻度があらかじめ設定された基準値以下であるかどうかを判定し、誤りの位置が
固定していなく、誤りの頻度が基準値以下である場合は前記出力データ制御部に出力許可
信号を出力し、誤りの位置や頻度が基準値を越えている場合は前記出力データ制御部に出
力禁止信号を出力し、
　前記出力データ制御部は、前記誤り状態評価部から出力許可信号が入力しているときだ
け誤り訂正をした受信語を出力データとして出力することを特徴とする情報伝送装置。
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【請求項２】
　鉄道保安システムの情報伝送装置において、送信機と通信路及び受信機と車上制御装置
とを有し、
　前記送信機は、入力した送信データを基に誤り訂正符号を付加して送信語を生成して前
記通信路に送信する誤り訂正符号器を有し、
　前記受信機は、誤り訂正復号器と誤り訂正状態抽出部と誤り状態評価部及び出力データ
制御部を有し、
　前記誤り訂正復号器は、前記通信路から受信した受信語を復号して前記誤り訂正状態抽
出部と前記出力データ制御部に出力し、
　前記誤り訂正状態抽出部は、前記通信路から受信した受信語と前記誤り訂正復号器から
入力した誤り訂正の受信語を比較して訂正ビット数を抽出して前記誤り状態評価部に出力
し、
　前記誤り状態評価部は、前記誤り訂正状態抽出部から入力した訂正ビット数とあらかじ
め設定されている基準値とを比較し、訂正ビット数が基準値以下である場合は前記出力デ
ータ制御部に出力許可信号を出力し、訂正ビット数が基準値を超えている場合は前記出力
データ制御部に出力禁止信号を出力し、
　前記出力データ制御部は、前記誤り状態評価部から出力許可信号が入力しているときだ
け誤り訂正をした受信語を出力データとして出力し、前記誤り状態評価部から出力禁止信
号を入力すると前記誤り訂正処理部から入力した誤り訂正後の受信語を出力データとして
出力しないで無信号とし、
　前記車上制御装置は、前記受信機の前記出力データ制御部から入力される列車制御情報
である前記出力データに基づいて列車の速度を制御するものであって、前記出力データ制
御部からの入力が無信号になると速度を安全側に制御する
　ことを特徴とする情報伝送装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えば列車の速度を制限速度に制御する列車制御装置などのように安全性
が要求されるシステムにおける情報伝送装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　デジタル信号の情報を伝送する場合、通信路でノイズ等が原因になって伝送する情報に
誤りが加わり受信側で正常な情報が得られない場合がある。この情報を通信路を介して伝
送したときに、通信路中で生じた誤りを訂正するため誤り訂正符号が使用されている。例
えば特許文献１や特許文献２に示すように、送信器に誤り訂正符号器を設け、送信すべき
情報を符号化して送信語を生成して通信路に送信する。受信機の誤り訂正復号器はパリテ
ィ検査行列を基に受信語のシンドロームを生成し、生成されたシンドロームを基に受信語
の誤りを訂正している。
【０００３】
　しかしながら、安全性が要求される列車制御装置などでレールを通信路として地上と列
車間で情報を伝送する場合、誤り訂正符号の導入には慎重な立場がとられていた。これは
地上と列車間の情報伝送は劣悪な通信路を使用しているため、誤り訂正を行った結果、危
険側の制御を行うのではないかという懸念を払拭できないためである。このため現在では
誤り検出を行い再送要求する方法や、同じ電文を例えば３連送して多数決を取る方法が用
いられている。また、特許文献３に示すように、地上の多重系計算機で全系の処理計算結
果と共に全系の健全性判定結果を車上装置に送信し、車上装置は全系の健全性判定結果を
多数決処理して処理計算結果の使用可否を判定している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　この列車制御装置などで劣悪な通信路により情報を伝送する場合にも誤り訂正符号が導
入できるとシステムの稼働率は向上することができる。
【０００５】
　そこで、この発明は、安全性が要求される列車制御装置など鉄道保安システムにおいて
も安全性を維持して誤り訂正符号を導入して情報を伝送することができる情報伝送装置を
提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明の情報伝送装置は、鉄道保安システムの情報伝送装置において、送信機と通信
路及び受信機とを有し、送信機は、入力した送信データに誤り訂正符号を付加して送信語
を生成して通信路に送信する誤り訂正符号器を有し、受信機は、シンドローム計算部と誤
り訂正処理部と誤り状態評価部及び出力データ制御部を有し、シンドローム計算部は、通
信路から受信した受信語に対して誤りの位置と誤りの大きさを含むシンドロームを計算し
て誤り訂正処理部と誤り状態評価部に出力し、誤り訂正処理部は、入力したシンドローム
を用いて受信語の誤り訂正処理を行い出力データ制御部に出力し、誤り状態評価部は、入
力したシンドロームを用いて誤りの位置と誤りの大きさを抜き出して誤りの位置と誤りの
頻度の誤り訂正状態を評価し、誤りの位置が固定していなく、誤りの頻度があらかじめ設
定された基準値以下であるかどうかを判定し、誤りの位置が固定していなく、誤りの頻度
が基準値以下である場合は出力データ制御部に出力許可信号を出力し、誤りの位置や頻度
が基準値を越えている場合は出力データ制御部に出力禁止信号を出力し、出力データ制御
部は、誤り状態評価部から出力許可信号が入力しているときだけ誤り訂正をした受信語を
出力データとして出力することを特徴とする。
【０００７】
　この発明の他の情報伝送装置は、鉄道保安システムの情報伝送装置において、送信機と
通信路及び受信機と車上制御装置とを有し、送信機は、入力した送信データを基に誤り訂
正符号を付加して送信語を生成して通信路に送信する誤り訂正符号器を有し、受信機は、
誤り訂正復号器と誤り訂正状態抽出部と誤り状態評価部及び出力データ制御部を有し、誤
り訂正復号器は、通信路から受信した受信語を復号して誤り訂正状態抽出部と出力データ
制御部に出力し、誤り訂正状態抽出部は、通信路から受信した受信語と誤り訂正復号器か
ら入力した誤り訂正の受信語を比較して訂正ビット数を抽出して誤り状態評価部に出力し
、誤り状態評価部は、誤り訂正状態抽出部から入力した訂正ビット数とあらかじめ設定さ
れている基準値とを比較し、訂正ビット数が基準値以下である場合は出力データ制御部に
出力許可信号を出力し、訂正ビット数が基準値を超えている場合は出力データ制御部に出
力禁止信号を出力し、出力データ制御部は、誤り状態評価部から出力許可信号が入力して
いるときだけ誤り訂正をした受信語を出力データとして出力し、誤り状態評価部から出力
禁止信号を入力すると誤り訂正処理部から入力した誤り訂正後の受信語を出力データとし
て出力しないで無信号とし、車上制御装置は、受信機の前記出力データ制御部から入力さ
れる列車制御情報である出力データに基づいて列車の速度を制御するものであって、出力
データ制御部からの入力が無信号になると速度を安全側に制御することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明は、送信データに誤り訂正符号を付加して生成された送信語を受信してシンド
ローム等による誤り訂正処理を行ったとき、誤り訂正の状態を評価して安全な通信が行え
る状態かどうかを判定して送信された情報の出力を制御することにより、安全性が要求さ
れる鉄道保安システムなどにおいても安全性を維持して誤り訂正符号を導入して情報を伝
送することができ、システムの稼働率は向上することができる。
【０００９】
　また、レールを利用した劣悪な通信路により情報を伝送する場合にも信頼度の高い情報
伝送を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
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【００１０】
【図１】この発明の列車制御装置の構成を示すブロック図である。
【図２】列車制御装置の情報伝送装置の構成を示すブロック図である。
【図３】列車制御装置の他の情報伝送装置の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１は、この発明の列車制御装置の構成を示すブロック図である。図に示すように、列
車制御装置は、地上装置１と列車２に搭載された車上装置３を有する。地上装置１は制御
情報生成部４と送信機５を有する。車上装置３は受信機６と車上制御装置７を有する。地
上装置１の制御情報生成部４は列車２の速度を制限速度に制御するデジタル信号の送信デ
ータを生成し、生成した送信データを送信機５に出力する。送信機５は入力した送信デー
タを処理して列車制御情報をレール８に送信する。車上装置３の受信機６は受信コイル９
を介してレール８に送信されている列車制御情報を受信して処理し車上制御装置７に出力
する。車上制御装置７は入力した列車制御情報に基づいて列車２の速度を制御する。
【００１２】
　この列車制御装置で地上から列車２に列車制御情報を送信する情報伝送装置を構成する
地上装置１の送信機５とレールからなる通信路８と車上装置３の受信機６の構成を図２の
ブロック図に示す。
【００１３】
　送信機５は誤り訂正符号器１０を有する。誤り訂正符号器１０は入力した送信データに
誤り訂正符号を付加して送信語を生成し、生成した送信語をレールからなる通信路８に送
信する。
【００１４】
　受信機６はシンドローム計算部１１と誤り訂正処理部１２と誤り状態評価部１３及び出
力データ制御部１４を有する。シンドローム計算部１１は通信路８から受信した受信語に
対してパリティ検査行列からシンドロームを計算して誤り訂正処理部１２と誤り状態評価
部１３に出力する。誤り訂正処理部１２は入力したシンドロームを用いて受信語の誤り訂
正処理を行い出力データ制御部１４に出力する。誤り状態評価部１３は入力したシンドロ
ームを用いて誤り訂正の状況を評価する。すなわち、シンドロームには誤り位置と誤りの
大きさが含まれているので、誤り状態評価部１３はシンドロームから誤りの位置や個数を
抜き出して誤りの位置や誤りの頻度などの誤り訂正状態を評価し、誤りの位置が固定して
いなく、誤りの頻度があらかじめ設定された基準値以下であるかどうかを判定し、誤りの
位置が固定していなく、誤りの頻度が基準値以下である場合は安全とみなして出力データ
制御部１４に出力許可信号を出力する。また、誤り状態評価部１３で誤り訂正状態を評価
した結果、誤りの位置や頻度が基準値を越えている場合は危険側になるとみなして出力デ
ータ制御部１４に出力禁止信号を出力する。この誤り状態評価部１３で評価する指標は、
訂正ビット数と誤り間隔、誤り発生位置等を用いることができる。また、誤り状態評価部
１３で評価する基準値は理論的に導き出しても良いし、いくつかの実験により決定しても
良い。さらに、誤り状態評価部１３の評価には、緩やかな判定が許される場合には移動平
均などのフィルタ処理やニューラルネットワーク若しくは遺伝的アルゴリズムを活用して
も良い。
【００１５】
　出力データ制御部１４は誤り状態評価部１３から出力許可信号を入力すると誤り訂正処
理部１２から入力した誤り訂正後の受信語を出力データとして車上制御装置７に出力する
。また、出力データ制御部１４は誤り状態評価部１３から出力禁止信号を入力すると誤り
訂正処理部１２から入力した誤り訂正後の受信語を出力データとして車上制御装置７に出
力しないで無信号とする。車上制御装置７は出力データ制御部１４から入力している送信
データが無信号になると列車２の速度を安全側に制御する。
【００１６】
　このようにシンドロームによる誤り訂正の状態を評価して安全な通信が行える状態かど
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ができる。
【００１７】
　次に、シンドロームを使うことができない場合について、図３のブロック図を参照して
説明する。送信機５の誤り訂正符号器１０は送信データを符号化して送信語を生成し、生
成した送信語をレールからなる通信路８に送信する。
【００１８】
　車上装置の受信機６ａは誤り訂正復号器１５と誤り訂正状態抽出部１６と誤り状態評価
部１３ａ及び出力データ制御部１４を有する。誤り訂正復号器１５は通信路８から受信し
た受信語を復号して誤り訂正状態抽出部１６と出力データ制御部１４に出力する。誤り訂
正状態抽出部１６は通信路８から受信した受信語と誤り訂正復号器１５から入力した誤り
訂正の受信語を比較して訂正ビット数等を抽出して誤り状態評価部１３に出力する。誤り
状態評価部１３ａは誤り訂正状態抽出部１６から入力した訂正ビット数等とあらかじめ設
定されている基準値とを比較し、訂正ビット数等が基準値以下である場合は安全とみなし
て出力データ制御部１４に出力許可信号を出力し、訂正ビット数等が基準値を越えている
場合は危険側になるとみなして出力データ制御部１４に出力禁止信号を出力する。
【００１９】
　このように訂正ビット数を抽出することによりシンドロームの代わりに誤り訂正の状態
を評価でき、ブラックボックス化された処理ルーチンを使用する場合や実績のある処理ル
ーチンの使用による評価検証のコスト削減に有効である。
【符号の説明】
【００２０】
　１；地上装置、２；列車、３；車上装置、４；制御情報生成部、５；送信機、
　６；受信機、７；車上制御装置、８；レール（通信路）、９；受信コイル、
　１０；誤り訂正符号器、１１；シンドローム計算部、１２；誤り訂正処理部、
　１３；誤り状態評価部、１４；出力データ制御部、１５；誤り訂正復号器、
　１６；誤り訂正状態抽出部。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２１】
【特許文献１】特開２００２－２６１６５３号公報
【特許文献２】特開２００６－２４４２５９号公報
【特許文献３】特開２００８－２５４５５６号公報
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【図３】
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